
こんにちは。 

お正月はいかがでしたか？岡田家はいつも通りお預かりの仕事をこなしながら少
しお正月をしていました。去年のおみくじは大凶でしたが、今年は正反対！
ちょっと安心しましたが、いい年になれるように頑張ろうと思います。 

ちなみに大凶のでたところでは、「凶と大凶の方はこちらへ」と救済コーナーが
あり、救われた気持ちになったのですが、凶がたくさんでるのかな？なんて思っ
てしまい、今年は敬遠してしまいました。 

２月はまた横浜市愛護センター主催の老齢犬猫と暮らすセミナーの講師をやる予
定になっております。今までの講演のなかに飼い主さんの体験談のご紹介がある
のですが、とても反応があり、聞きに来られている方の不安を解消する要素に
なっていそうです。そこでそこの内容を増量するために当院のライン＠で老齢動
物飼育について体験談やアドバイスを募集してみました。すぐに複数の方から貴
重な情報を頂きました。ありがとうございました。ラインすごいですね。驚きま
した。今までの内容もあった方がよさそうなので、たくさん過ぎるようになって
しまいそうです。あふれてしまうのもありそうなので、当院のHPやかわらばんで
も順番にご紹介しようと思っています。 

今回は会場が何故か青葉区なので、当日は12時から17時半くらいまで診療なしに
なります。よろしくお願いします。 

 

先日はすごい雪で結構積もりましたね。子供たちは大はしゃぎで、帰宅すると自
宅前に大きな雪だるまがありました。でもうちのわんこの方はそれほどでもなく、
室内でぬくぬくしていたようです。雪の日の当院の前の道路（桿状3号線）は坂を
上がれなくなった車のせいで、何度も大渋滞になっていて大変そうでした。置去
りにされた車も多く、どうなっちゃうかなぁと思いましたが、なんとか開通して
翌朝みんな車も引きあげられていました。今年は溶けるのも早かったですね。以
前はスタッフがかまくら作ってましたが、今回はその前に雪がなくなってしまい
ました。自宅の雪だるまも翌日には半分になっていました。 

まだ凍っているところもあり、意外なところですべりますので、外出の際は凍結
などにご注意ください。寒さがきつくて水道管も凍らせない工夫が必要かもしれ
ないとテレビでやってました。 
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お知らせ 
トリミング は 2月は満員 になっています。 
こちらにもお問い合わせください。 
フレンズさん 045-775-0273 送迎相談可 



  「はじめておうちマッサージ初級編」  

 飼い主さんの愛情のあるマッサージは何よりのご褒美です！ 
 3月4日（日） 13時より 当院にて開催 初回無料 
 ぜひこの機会にペットマッサージを始めてみませんか？ 
（対象は幼～壮年期のわんちゃんのご家庭を想像しています。 
                    1時間位の予定。講師 奈津子先生） 
 

 お電話にてご予約ください。お待ちしております。 📞832-0390 

 11月の災害対策セミナーのつづき 
3人目の講師の先生は九州福祉保健大学の加藤先生。 
 
「災害サイクル」 
災害発生（発災）から「救急救命期」「復旧期」 
「復興期」そして「日常」へと至る流れとして 
とらえる考え方があり、こういったステージがあり、 
各段階で問題を解決する必要がある、ということ。 
 
「減災」 
減災のためには「自助：自らの備え」「公助：行政などの備え」「共助：地域の備え」が
適切に連携される必要があり、発災直後から、避難所生活、街の復興に至る何年も続くプ
ロセスを踏まえて状況改善を考えないといけない。そのために災害前の備えを重ねること
が「人とペットの減災」につながると教えて頂きました。 
「自助」の例えとしては、ペット用品の備蓄の他に、いつもやっている日々のしつけ
（ケージトレーニングや散歩ついでに避難ルートの確認など）が災害時にも有効で、
「ペット防災の基本」と教えて頂きました。 
 災害時に自分も被災者となれば共助などと言っている場合でもないのですが、そういう
時であっても自分たちで動かないと、動物の居場所の確保が難しいかも？との事です。 
 
＊ 加藤先生はグループダイナミクス（集団力学）の先生で、 
  磯子の地域猫活動も研究内容の一つにされています。 
  熊本の災害地域の避難所における活動内容からも上記が紹介されていました。 

 フィラリア予防薬 
12月にやっと去年の分が終わったばかりですが、毎年この時期からまた1年分を用意する準備
となります。フィラリア予防も色々な製品があるのですが、求められているものはコレ！っ
ていう感じに見えているきがします。去年はやはりノミ、マダニ、フィラリア予防が全部一

緒になっているお肉タイプ（正確には大豆肉）のお薬、スペクトラが一番人気でした。従
来からのイベルメック（骨型お肉の薬）も変わらず人気ですが、それを上回る結果となりま
した。やはりオールインワンで面倒いらずなのが人気の理由でしょう。お肉タイプが楽なの
でお勧めですが、好き嫌いの激しいワンちゃんには従来品の錠剤タイプがいいかもしれませ
んね。お肉タイプのお薬を毎月喜んで食べていた子が途中から突然食べなくなってしまった
子がいました。あんなに好きだったお肉を食べないのはどうしてなのか？を調べてみると実
は病気の始まりだった、という衝撃的な出来事がありました。今まで食べてたあのお薬を食
べない時は、もしかしたら何かのサイン？というのも考えた方がよい、と思わされた出来事
でした。。 




